
【凡　　例】

■ 世界の昔話や民話の絵本４０点を掲載しました。

□

■

□

本のなまえ

　　　出版社　出版年

     本の内容の紹介

当館請求記号

絵本は、地域・国ごとに並べました。

国名が特定できない本は空欄にしました。

巻末に、「世界の昔話集」を掲載しました。

     作者のなまえ

　　　　　　　　　～次の世代へ 語り継ぐために～

ゆかいなはなし や こわいはなし
　　　賢い者 や おろかな者 の はなし
　　　　　　世界の始まり や かみさま の はなし

世界各地で
長く語り継がれてきた物語には
先人の知恵や祈りが込められています。

　
　　　　親子で過ごす静かな夜に
　　　　　　　　いつもすてきな絵本がありますように。

　 このリストに載せた絵本以外にも世界や日本の昔話の本が
　　　　　    たくさんあります。ぜひ、図書館でご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県立図書館

世界のおはなしを子どもたちと

国名

表紙画像

絵本はともだち
子どもと楽しむ世界の昔話



王さまと九人のきょうだい にじをかけたむすめ おどりトラ いたずらうさぎチュローチュ

中国 中国 韓国・朝鮮 カンボジア

　年寄りの夫婦に生まれた９人の

兄弟は、皆そっくりですが、それぞ

れに不思議な力があります。倒れ

た宮殿の柱を兄弟のちからもち

が直したことから、王様は次々と

難題を言ってきます。兄弟はそれ

ぞれの力を活かして王様を倒しま

す。

　刺繍が上手なうつくしい村娘が

王城に連れてこられ、生きている

ようなオンドリ、キンケイ、そして龍

を刺繍するように命じられます。

刺繍の生き物は命を持ち、龍が

吐き出した火の玉でお城は火事

になります。娘は龍の背中にのり、

天へのぼります。

　踊りが好きすぎて山を追い出さ

れた「おどりトラ」は、踊りの腕を

磨いて仲間の元へ帰ります。木に

のぼった人間を食べようと仲間と

トラばしごを作って追い詰めます

が、木の上の人間が笛を吹くと、

おどりトラの足はむずむずしてし

まいます。

　うさぎのチュローチュはいたずら

ばかりしています。年老いたヤギ

にいたずらを自慢しますが、ヤギ

はチュローチュのけがをした足を

手当てしてくれて、チュローチュは

自分のしたことが恥ずかしくなり

ます。チュローチュとヤギは仲の

良い友達になりました。

P/ｱｽ P/ｺﾞｼﾞ P/ﾁｽ P/ﾀﾕ

ふしぎな銀の木 われたたまご スーホの白い馬 あおいジャッカル

スリランカ フィリピン モンゴル インド

　地面から銀の木が生える夢を

見た王さまは、どうしても自分の

目で銀の木を見たいと願い、3人

の息子を銀の木さがしに送り出し

ます。勇敢な末の王子は旅をして

毒ヘビが守る神秘の洞窟に辿り

着き、美しい乙女を殺すようにと

言われます。

　うずらの夫婦が留守の間に大切

な卵が割れていました。馬の足跡

があったので馬に聞くと、ニワトリ

が騒いだからびっくりして駆け出

してしまったと言います。そのニワ

トリはサルのせいだと言い、サル

は水牛のせいだと言います。悪い

のは誰なのでしょうか。

　貧しい羊飼いの少年・スーホが

大切に育てた白い馬は、競馬で

１番になります。それを見た殿様

が無理やり白い馬を奪いますが、

馬は逃げてきます。矢を放たれた

馬はスーホのそばで息絶えます。

馬の骨や皮で作った楽器は美し

い音色を響かせました。

　犬に追いかけられたジャッカル

が、助かりたくて青い染料のかめ

に入り、全身を真っ青にします。

青いジャッカルは森へ行き、自分

は森の王だと偽って動物たちを

従わせますが、仲間のジャッカル

の遠吠えに声を合わせたことで

正体がばれてしまいます。

P/ｳｼ P/ｵｶ P/ｱｽ P/ﾌﾞﾏ

童心社 2025

たじまゆきひこ/[作]

瑞雲舎 2017

シビル・ウェッタシンハ/再話・絵 松岡享子・市川雅子/訳

福音館書店 2017 福音館書店　1967

マーシャ・ブラウン/作 こみやゆう/訳小野かおる/再話・画 大塚勇三/再話　赤羽末吉/画

福音館書店　1997

君島久子/訳　赤羽末吉/絵 宝迫典子/文　後藤仁/絵 金森襄作/再話 チョン スクヒャン/画

岩波書店　1969 BL出版　2024 福音館書店　1997



バオバブのきのうえで おおぐいひょうたん 天の火をぬすんだウサギ 太陽へとぶ矢

マリ 西アフリカ アメリカ アメリカ

　生まれてすぐに両親を亡くした

男の子は不吉な存在として森に

捨てられます。森の生きものたち

に育てられ深い知恵を授かった

男の子は、雨を降らせない悲しい

歌を歌います。力強い線画の絵

が、見事にお話を伝えます。

　畑で見つけたまあるいひょうた

んを、フライラはお母さんにねだっ

て取ってもらいます。始めは楽しく

遊んでいましたが、それは大食い

ひょうたんでした。羊もウシもヤギ

もみんな食べつくして、フライラを

食べようとしたとき、ヤギがひょう

たんをふっとばします。

　昔、地上に火がなかった頃、冬

の寒さに動物達はふるえていまし

た。そこでウサギが頭に羽飾りを

付けて、天の人のもとへ火を取り

に出かけていきました。天の人に

新しい踊りを教えると言い、焚き

火の火を盗み、動物達がリレーし

て地上に火をもたらします。

　太陽の神が地上に放った矢で

生まれた男の子は、父親の太陽

を探しにいきます。矢作りの男の

助けを得て太陽へ飛びますが、父

は自分の息子と信じずに４つの

試練を与えます。試練を乗り越え

てたくましくなった男の子は太陽

の息子として地上に戻ります。

P/ﾗﾄﾞ P/ｻﾀ P/ﾄｼﾞ P/ﾏｼﾞ

むらの英雄 おはなしはどこからきたの？ うさぎのみみはなぜながい わたしがテピンギー

BL出版　2024 偕成社 2022

エチオピア 南アフリカ メキシコ ハイチ

　12人の村人が出かけた帰り道、

人数を数えると（自分を数え忘れ

たので）11人しかいません。いな

くなったひとりはヒョウに食われた

のだと嘆き悲しみますが、村へ帰

ると12人そろっています。ひとりで

ヒョウと戦い、帰還した英雄は村

の伝説となったのでした。

　マンザンダバという女の人が、

子どもにおはなしをしてほしいと

言われますがひとつも思い浮か

びません。マンザンダバはおはな

しを探して海の底まで冒険し、耳

に当てるとおはなしが聞こえてく

る貝がらをもらって、家族のところ

へ帰ってきます。

　昔、ウサギが「大きな体にしてく

ださい」と願いました。神様はトラ

とワニとサルの皮を持ってきたら

願いをかなえようと約束します。

知恵を働かせたウサギが３枚の

皮を持っていくと、知恵のあるも

のが体も大きくなってはいけない

と耳だけを長くします。

　いじわるな継母が、テピンギーを

知らないおじいさんの召使いにし

ようとします。「娘に赤い服を着せ

て水くみに行かせる」と話してい

るのを聞いたテピンギーは友だち

のところへ行き、友だちは赤い服

を着て井戸のところに集まります。

おじいさんはどれがテピンギーか

分かりません。
P/ﾆｼ P/ﾎﾊ P/ｷﾀ P/ｱｽﾞ

わたなべしげお/文 にしむらしげお/絵

ジョアンナ・トゥロ－トン／さく 山口文生／やく

評論社　1987

吉沢葉子/再話　斎藤隆夫/絵 ジェラルド・マクダーモット/さく　じんぐうてるお/やく

北川民次/文・絵さくまゆみこ/文　保立葉菜/絵

福音館書店　2005 ほるぷ出版　1975

ジェリ・ババ・シソコ/語り　みやこ・みな/再話　ラミン・ドロ/絵

瑞雲舎 2013 福音館書店　1962

福音館書店　2005

中脇初枝/再話 あずみ虫/絵



三びきのこぶた おおかみと七ひきのこやぎ 梨の子ペリーナ せかいいちおいしいスープ

イギリス ドイツ イタリア

　３匹のこぶたが自分の家を作り

ます。わらで家を作ったこぶたは、

オオカミに食べられてしまいます。

次に枝で作ったこぶたも食べられ

てしまいます。最後にレンガで建

てたこぶたの家はなかなか壊れ

ず、知恵を働かせたこぶたはオオ

カミをやっつけました。

　お母さんヤギが森へ行く間、７匹

のこやぎたちは留守番をします。

そこへオオカミがやってきてお母

さんのふりをしてだまし、６匹が

丸呑みされてしまいました。残った

こやぎとお母さんは機転を利かせ

てこやぎたちを助け出します。

　ペリーナという少女が王子さま

と仲が良いために妬まれ、魔女の

宝を取ってくるように言いつけら

れます。ペリーナはおばあさんに

もらった肉のあぶら、パン、モロコ

シの穂を使って宝箱を持ち帰るこ

とに成功し、ほうびに地下室にあ

る炭ばこが欲しいと言います。

　はらぺこの３人の兵隊が、ある村

で食べ物を頼みましたが、村人た

ちは断ります。そこで兵隊たちは、

大きな鍋で石のスープを作り始

めます。村人たちは何が始まるの

か集まってきて「もっとおいしくす

るために」と言われ、ニンジンや

牛肉を持ち寄ります。

P/ﾔｻ P/ﾎﾌ P/ｻｺ P/ﾌﾞﾏ

きこりとおおかみ まめつぶこぞうパトゥフェ 三びきのやぎのがらがらどん

フランス フランス スペイン ノルウェー

　娘のアントワネットがキャベツに

水やりをしないので、お母さんは

犬に娘をかんでもらおうとします

が犬も断ります。小枝に犬をぶっ

てもらおうとしますが小枝も断りま

す。みんなに断られたお母さんは

最後に死神のところへ行きます。

　きこりとおかみさんがオオカミに

食べられそうになったとき、煮立っ

たスープをオオカミにかけました。

オオカミは大やけどを負って逃げ

ました。２回目に襲われたとき、

木の上に逃げたきこりは「スープ

をぶっかけろ」と叫びオオカミは

逃げていきました。

　パトゥフェは体は小さいけれど、

なんでもやりたがる男の子です。

ある日、パトゥフェは父ちゃんに

弁当をとどけようとしますが雨が

降り、キャベツの葉っぱの下に

かくれます。ところが牛がキャベツ

ごと、パトゥフェを食べてしまいま

す。

　３匹のヤギのがらがらどんは山

へ草を食べに行きます。途中の橋

の下に気味の悪い大きなトロル

がいて、ヤギを食べようとします。

小さいヤギと中くらいのヤギはそ

れぞれトロルを言いくるめて橋を

わたり、最後にとうとう大きいヤギ

がトロルと対決します。

P/ｳｱ P/ﾎｾ P/ｻﾕ P/ﾌﾞﾏ

福音館書店　1967福音館書店　1967

偕成社 2022

宇野和美/文 ささめやゆき/絵

瀬田貞二/やく　山田三郎/え　 グリム/作 フェリクス・ホフマン/絵　せたていじ/訳

花をさかせたがらない小さなキャベツ

中脇初枝/再話 うえのあお/絵 山口智子/再話　堀内誠一/画

イタロ・カルヴィーノ/再話　関口英子/訳，酒井駒子/絵

BL出版　2020

BL出版 2018福音館書店　1987

岩波書店　2010

マーシャ・ブラウン/文・絵　こみやゆう/訳

マーシャ・ブラウン/え　せたていじ/やく

福音館書店　1965



パンのかけらとちいさなあくま いのちの水 おだんごぱん おおきなかぶ

八百板洋子/再話 ベネリン・バルカノフ/絵

リトアニア ブルガリア ロシア ロシア

　　貧しいきこりのパンのかけらを

盗んだ小さな悪魔は仲間たちに

怒られ、お詫びにきこりの頼みを

聞きます。悪魔は沼地を立派な

麦畑にしましたが、地主がすべて

刈り取り持って行ってしまいます。

そこで知恵を働かせて麦もウシも

きこりのところへ持って帰ります。

　３人の王子が、永遠のいのちを

与えるという水を探しに旅に出ま

す。末の王子は長旅をして水の精

からいのちの水と指輪をもらいま

すが、兄たちに奪われてしまいま

す。指輪が奪われたことで、旅の

途中で王子に協力した者たちは

悲しみで死んでしまいます。

　おじいさんがおばあさんに頼ん

で作ってもらったおだんごぱんは

外へ転がり出ていきました。おだ

んごぱんはウサギやオオカミ、クマ

たちに食べられそうになるたび

に、歌いながら逃げていきます。

しかし、最後に知恵の働くキツネ

に食べられてしまいました。

　おじいさんがかぶを植えました。

大きくなったかぶを抜こうとします

が、一人では抜けません。おばあ

さんが来ても抜けません。孫、犬、

猫が手伝っても抜けません。最後

にネズミがきて「うんとこしょ　どっ

こいしょ」やっとかぶは抜けまし

た。

P/ﾎｾ P/ﾊﾞﾍﾞ P/ﾜｶ P/ｻﾁ

てぶくろ ガラスめだまときんのつののヤギ おおきなカエル ティダリク アアウをとってこい
エウゲーニー・M.ラチョフ/え　うちだりさこ/やく

ウクライナ ベラルーシ ミクロネシア

　おじいさんが落としたてぶくろに

ネズミは住むことにしました。そこ

へカエル、ウサギ、キツネなど次々

と動物が「入れてくれ」とやってき

ます。ぎゅうぎゅうなのにクマまで

入り込み、もう満員です。動物た

ちの表情や衣装など隅々まで

楽しめる絵本です。

　おばあさんの麦畑を荒らすガラ

スめだまときんのつののヤギを

追い出そうと、クマ、オオカミ、

キツネ、ウサギがやってきますが

追い払われてしまいます。しかし

小さなハチがヤギの鼻をチクリと

刺すと、ヤギは逃げていきました。

　日照りの平原で、大きなカエル

のティダリクは池や小川の水を

ぜんぶ飲んでしまいました。困っ

た動物たちはティダリクを笑わせ

て水を吐き出させようと様々な芸

をみせますが、うまくいきません。

そこへウナギのノンヤンがやって

きます。

　エブ島の子どもたちは鳥になっ

て空を飛ぶことができます。長老

は茶色い鳥のベチュワクを後つぎ

にしたいのですが、ジェカールと

いうかしこい黒い鳥に負けてばか

りいます。長老は、人に素晴らしい

力を与えるアアウをベチュワクに

与えようとします。

P/ﾗｴ P/ｽｺ P/ｶﾁ P/ｱﾌ

加藤チャコ/再話・絵

福音館書店　2022福音館書店　1992

福音館書店　1988福音館書店　1965

内田莉莎子/再話　堀内誠一/画

田中かな子/訳　スズキコージ/画
BL出版 2023
秋野癸巨矢/文 秋野不矩/絵 

福音館書店　2005

せたていじ/やく　わきたかず/え

福音館書店　1966福音館書店　1966

A.トルストイ/再話　内田莉莎子/訳　佐藤忠良/絵



オキクルミのぼうけん ひまなこなべ だいくとおにろく だごだごころころ

アイヌ アイヌ

　オキクルミは神様の息子です。

ある時、新しくできたアイヌモシリ

へ行ってみたいと願い出ます。ア

イヌの国へ行く３つの試練を与え

られ、３つ目の試練には失敗した

ものの、オキクルミはアイヌの地へ

行き、人々に生きるための様々な

知恵を授けます。

(シリーズ「アイヌの絵本」全７冊)

　アイヌではくまは神さまであり、

命を奪う時には感謝して天に返

す儀式をします。えらい神さまで

あるくまは殺されアイヌの儀式に

参加しましたが、そこですばらしい

踊りをする若者と出会います。

若者の踊りが見たくて、くま神は

何度もアイヌの国を訪れます。

　流れの激しい川に橋を架けてく

れと頼まれた大工が川辺で思案

していると鬼が現れました。鬼は

丈夫な橋を架けてやるかわりに、

目玉をよこせと言いました。鬼の

名を当てれば許すと言われ大工

が森をあてどなく歩いていると、

歌が聞こえてきます。

　おばあさんが作った団子が転

がって鬼の穴へ入ってしまいまし

た。追いかけていったおばあさん

は鬼に毎日団子を作らされます。

そこへ、おばあさんが以前助けた

トンボが来て、逃げるのを手伝っ

てくれます。おばあさんは魔法の

しゃもじを持って帰ります。

P/ｻﾋ P/ﾄﾞｶ P/ｱｽ P/ｶﾄ

うまかたやまんば かにむかし やまなしもぎ やまんばのにしき

　馬方(うまかた)が山道を歩いて

いくとやまんばが荷物の魚を置い

ていけと言います。荷物を投げ、

馬も投げしてようやくたどりつい

たのはやまんばの家でした。馬方

はやまんばがいねむりをする間に

甘酒や餅を食べ、最後はうまく

やまんばをだまし、やっつけます。

　カニが育てた柿をサルが食べて

います。取ってくれと言うカニに、

サルは青い実を投げつけ、カニを

つぶしてしまいました。カニの子ど

もたちはクリ、ハチ、ウシのふん、

はぜぼう、石うすにきび団子をあ

げて仲間にし、あだ討ちにいきま

す。

　やまなしを食べたいという病気

のお母さんのために１番目のたろ

うが山へ出かけて行きますが、

途中で会ったばあさまの言うこと

を聞かず、沼の主に飲まれてしま

います。2番目の息子も飲まれて

しまい、とうとう、3番目の息子が

出かけていきます。

　やまんばが赤ん坊を産んだので

「モチをついて持ってこい」という

恐ろしい声が聞こえてきました。

村人はモチをつき、あかざばんば

というばあさまがやまんばに届け

ます。喜んだやまんばは、不思議

なにしきをばんばに持たせまし

た。
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